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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１貯湯タンクと、
　第２貯湯タンクと、
　前記第１貯湯タンクの下部と前記第２貯湯タンクの上部とを接続するタンク連結配管と
、
　前記第２貯湯タンクの下部に市水を供給するための給水配管と、
　前記第２貯湯タンクの下部に溜められた水を加熱手段に供給する入水配管と、
　前記加熱手段により加熱された水を前記第１貯湯タンクの上部へ供給する出湯配管と、
　浴槽水循環回路を介して浴槽に接続され、前記浴槽から導かれた浴槽水と、熱媒体との
間で熱を交換する熱交換器と、
　前記浴槽水循環回路及び前記熱交換器に浴槽水を循環させる浴槽水ポンプと、
　前記第２貯湯タンクの下部に溜められた水を前記熱媒体として前記熱交換器へ供給し、
前記熱交換器を通過した前記熱媒体を前記第２貯湯タンクの前記下部よりも上の位置へと
戻す熱回収回路と、
　前記熱回収回路及び前記熱交換器に前記熱媒体を循環させる循環ポンプと、
　前記浴槽水ポンプと、前記循環ポンプを制御する制御装置と、
　を備え、
　前記熱回収回路は、
　前記第２貯湯タンクの下部と前記タンク連結配管の途中の接続点とを接続する回収循環
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流路と、
　前記接続点から前記第２貯湯タンクの上部までの前記タンク連結配管と、
　を含んで構成されていることを特徴とする貯湯式給湯機。
【請求項２】
　前記接続点から前記タンク連結配管を介して前記第２貯湯タンクに至る第１熱回収経路
の圧力損失が、前記接続点から前記タンク連結配管、前記第１貯湯タンク、前記出湯配管
、前記加熱手段及び前記入水配管を介して前記第２貯湯タンクに至る第２熱回収経路の圧
力損失よりも小さくなるように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の貯湯式
給湯機。
【請求項３】
　前記第２貯湯タンクから前記タンク連結配管を介して前記接続点へと至る第１給湯経路
の圧力損失が、前記第２貯湯タンクから前記回収循環流路を介して前記接続点へと至る第
２給湯経路の圧力損失よりも小さくなるように構成されていることを特徴とする請求項１
又は請求項２に記載の貯湯式給湯機。
【請求項４】
　前記制御装置は、前記浴槽水ポンプを駆動させながら前記循環ポンプを駆動させる熱回
収運転を行うように構成されていることを特徴とする請求項１から請求項３の何れか１項
に記載の貯湯式給湯機。
【請求項５】
　前記第１貯湯タンクの上部に接続された給湯配管と、
　前記給湯配管の湯の流れを検知する流量センサと、を備え、
　前記制御装置は、前記流量センサが湯の流れを検知した場合に、前記熱回収運転の実行
を禁止するように構成されていることを特徴とする請求項４に記載の貯湯式給湯機。
【請求項６】
　前記第１貯湯タンクにおける前記タンク連結配管との接続部に設けられ、前記タンク連
結配管から第１貯湯タンク内への水流を抑えるための第１バッフルを更に備えることを特
徴とする請求項１から請求項５の何れか１項に記載の貯湯式給湯機。
【請求項７】
　前記第２貯湯タンクにおける前記タンク連結配管との接続部に設けられ、前記タンク連
結配管から第２貯湯タンク内への水流を抑えるための第２バッフルを更に備えることを特
徴とする請求項１から請求項６の何れか１項に記載の貯湯式給湯機。
【請求項８】
　前記熱回収回路の途中に設けられ、前記熱交換器から前記第２貯湯タンクの下部への前
記熱媒体の流れを規制する逆止弁を更に備えることを特徴とする請求項１から請求項７の
何れか１項に記載の貯湯式給湯機。
【請求項９】
　第１貯湯タンクと、
　第２貯湯タンクと、
　前記第１貯湯タンクの下部と前記第２貯湯タンクの上部とを接続するタンク連結配管と
、
　前記第２貯湯タンクの下部に市水を供給するための給水配管と、
　前記第２貯湯タンクの下部に溜められた水を加熱手段に供給する入水配管と、
　前記加熱手段により加熱された水を前記第１貯湯タンクの上部へ供給する出湯配管と、
　浴槽水循環回路を介して浴槽に接続され、前記浴槽から導かれた浴槽水と、熱媒体との
間で熱を交換する熱交換器と、
　前記浴槽水循環回路及び前記熱交換器に浴槽水を循環させる浴槽水ポンプと、
　前記第２貯湯タンクの下部に溜められた水を前記熱媒体として前記熱交換器へ供給し、
前記熱交換器を通過した前記熱媒体を前記第２貯湯タンクの前記下部よりも上の位置へと
戻す熱回収回路と、
　前記熱回収回路及び前記熱交換器に前記熱媒体を循環させる循環ポンプと、
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　前記浴槽水ポンプと、前記循環ポンプを制御する制御装置と、
　を備え、
　前記制御装置は、前記浴槽水ポンプを駆動させながら前記循環ポンプを駆動させる熱回
収運転を行うように構成され、
　前記第１貯湯タンクの上部に接続された給湯配管と、
　前記給湯配管の湯の流れを検知する流量センサと、を備え、
　前記制御装置は、前記流量センサが湯の流れを検知した場合に、前記熱回収運転の実行
を禁止するように構成されていることを特徴とする貯湯式給湯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貯湯式給湯機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、貯湯タンク内の水を熱媒体として浴槽の湯と熱交換させることにより、熱を
回収する熱回収運転に関する技術が開示されている。例えば、特許文献１の給湯システム
では、タンクの下部に備えられた出水口から取り出された水を熱交換器に導入するための
構成を備えている。熱交換器では、浴槽の湯を循環させて出水口から取り出された水を加
熱することが行われる。熱交換器で加熱された水は、タンクの下部に設けられた入水口か
らタンク内に戻される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２７６２２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１の装置の熱回収運転では、タンクの下部から取り出された水が、熱交換
された後に再びタンクの下部から戻される。このような構成では、熱回収運転によってタ
ンクの下部に溜められている水の温度が高くなる。この場合、熱回収運転において熱交換
器に流入する水の温度が高くなるため、熱交換効率が低下するという課題がある。
【０００５】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、エネルギ効率の高い熱
回収運転を行うことが可能な貯湯式給湯機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る貯湯式給湯機は、第１貯湯タンクと、第２貯湯タンクと、第１貯湯タンク
の下部と第２貯湯タンクの上部とを接続するタンク連結配管と、第２貯湯タンクの下部に
市水を供給するための給水配管と、第２貯湯タンクの下部に溜められた水を加熱手段に供
給する入水配管と、加熱手段により加熱された水を第１貯湯タンクの上部へ供給する出湯
配管と、浴槽水循環回路を介して浴槽に接続され、浴槽から導かれた浴槽水と、熱媒体と
の間で熱を交換する熱交換器と、浴槽水循環回路及び熱交換器に浴槽水を循環させる浴槽
水ポンプと、第２貯湯タンクの下部に溜められた水を熱媒体として熱交換器へ供給し、熱
交換器を通過した熱媒体を第２貯湯タンクの下部よりも上の位置へと戻す熱回収回路と、
熱回収回路及び熱交換器に熱媒体を循環させる循環ポンプと、浴槽水ポンプと、循環ポン
プを制御する制御装置と、を備え、熱回収回路は、第２貯湯タンクの下部とタンク連結配
管の途中の接続点とを接続する回収循環流路と、接続点から第２貯湯タンクの上部までの
タンク連結配管と、を含んで構成されているものである。
　また、本発明に係る貯湯式給湯機は、第１貯湯タンクと、第２貯湯タンクと、第１貯湯
タンクの下部と第２貯湯タンクの上部とを接続するタンク連結配管と、第２貯湯タンクの



(4) JP 6834494 B2 2021.2.24

10

20

30

40

50

下部に市水を供給するための給水配管と、第２貯湯タンクの下部に溜められた水を加熱手
段に供給する入水配管と、加熱手段により加熱された水を第１貯湯タンクの上部へ供給す
る出湯配管と、浴槽水循環回路を介して浴槽に接続され、浴槽から導かれた浴槽水と、熱
媒体との間で熱を交換する熱交換器と、浴槽水循環回路及び熱交換器に浴槽水を循環させ
る浴槽水ポンプと、第２貯湯タンクの下部に溜められた水を熱媒体として熱交換器へ供給
し、熱交換器を通過した熱媒体を第２貯湯タンクの下部よりも上の位置へと戻す熱回収回
路と、熱回収回路及び熱交換器に熱媒体を循環させる循環ポンプと、浴槽水ポンプと、循
環ポンプを制御する制御装置と、を備え、制御装置は、浴槽水ポンプを駆動させながら循
環ポンプを駆動させる熱回収運転を行うように構成され、第１貯湯タンクの上部に接続さ
れた給湯配管と、給湯配管の湯の流れを検知する流量センサと、を備え、制御装置は、流
量センサが湯の流れを検知した場合に、熱回収運転の実行を禁止するように構成されてい
るものである。

【発明の効果】
【０００７】
　本発明の貯湯式給湯機によれば、熱回収運転において熱交換器を通過した熱媒体が第２
貯湯タンクの下部よりも上の位置へと戻される。これにより、第２貯湯タンクの下部に溜
められた水の温度が高くなることが防がれるので、エネルギ効率の高い熱回収運転を行う
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１における貯湯式ヒートポンプ給湯機の要部を示す構成図である。
【図２】ヒートポンプ加熱手段の構成を示す図である。
【図３】実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機の熱回収運転時の回路構成図である。
【図４】実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機の適用例を示す図である。
【図５】図４に示すシステムの湯張り運転時の回路構成図である。
【図６】図４に示すシステムの追い焚き運転時の回路構成図である。
【図７】図４に示すシステムの熱回収運転時の回路構成図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して実施の形態について説明する。なお、各図において共通する要素
には、同一の符号を付して、重複する説明を省略する。
【００１０】
実施の形態１．
［実施の形態１の構成］
　図１は、実施の形態１における貯湯式ヒートポンプ給湯機の要部を示す構成図である。
図１に示す貯湯式ヒートポンプ給湯機１は、貯湯タンクユニット１０とヒートポンプ加熱
手段３１とを備えた貯湯式給湯機として構成されている。ヒートポンプ加熱手段３１は、
ヒートポンプサイクルを利用するように構成されたユニットである。貯湯タンクユニット
１０とヒートポンプ加熱手段３１とは、ヒートポンプ入水配管４とヒートポンプ出湯配管
５とによって接続されている。また、貯湯タンクユニット１０には、制御装置１００が内
蔵されている。貯湯タンクユニット１０およびヒートポンプ加熱手段３１が備える各種の
弁類、ポンプ類等の作動は、これらと配線を介して接続された制御装置１００により制御
される。以下、貯湯式ヒートポンプ給湯機１の各構成要素について説明する。
【００１１】
　貯湯タンクユニット１０は、第１貯湯タンク２ａと第２貯湯タンク２ｂを備えている。
なお、以下の説明において、第１貯湯タンク２ａと第２貯湯タンク２ｂを特に区別しない
ときには、単に「貯湯タンク２」と称する。第１貯湯タンク２ａの下部と第２貯湯タンク
２ｂの上部とは、タンク連結配管３によって接続されている。なお、ここでいう第２貯湯
タンク２ｂの上部とは、図１に示すような第２貯湯タンク２ｂの上端部に限られない。す
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なわち、タンク連結配管３は、後述するヒートポンプ入水配管４又は給水配管６が接続さ
れている第２貯湯タンク２ｂの下部よりも上の位置に接続されていればよい。
【００１２】
　第２貯湯タンク２ｂの下部は、ヒートポンプ入水配管４を介してヒートポンプ加熱手段
３１に接続されている。また、第１貯湯タンク２ａの上部は、ヒートポンプ出湯配管５を
介してヒートポンプ加熱手段３１に接続されている。第２貯湯タンク２ｂの下部には、市
水を供給するための給水配管６が接続されている。第１貯湯タンク２ａには、ヒートポン
プ加熱手段３１を用いて加熱された高温水がヒートポンプ出湯配管５を介してタンク上部
から流入される。
【００１３】
　図２は、ヒートポンプ加熱手段の構成を示す図である。ヒートポンプ加熱手段３１は、
貯湯タンクユニット１０から導かれた低温水を加熱するための加熱手段の例である。ヒー
トポンプ加熱手段３１は、圧縮機３２、ガスクーラ３３、内部熱交換器３４、膨張弁３５
、空気熱交換器３６を備えている。ヒートポンプ加熱手段３１は、これらの部品が順に環
状に接続された冷媒回路３７を備え、冷凍サイクルすなわちヒートポンプサイクルの運転
を行う。圧縮機３２は、低圧冷媒ガスを圧縮する。冷媒は、例えば二酸化炭素でもよい。
ガスクーラ３３は、圧縮機３２から吐出された高温高圧の冷媒と、貯湯タンクユニット１
０から導かれた低温水との間で熱を交換する。
【００１４】
　膨張弁３５は、高圧冷媒を減圧して低圧冷媒にする減圧装置の例である。減圧された低
圧冷媒は、気液二相の状態になる。空気熱交換器３６は、低圧冷媒と大気との間で熱を交
換する熱交換器である。空気熱交換器３６において、低圧冷媒は、大気の熱を吸収するこ
とで蒸発する。内部熱交換器３４は、高圧流路及び低圧流路を備える。内部熱交換器３４
は、高圧流路を流れる高圧冷媒と、低圧流路を流れる低圧冷媒との間で熱を交換する。空
気熱交換器３６で蒸発した低圧冷媒ガスは、内部熱交換器３４の低圧流路を経由して、圧
縮機３２に吸入される。
【００１５】
　図１に示すように、ヒートポンプ入水配管４の途中には、熱源ポンプ７が設けられてい
る。熱源ポンプ７が駆動されると、第２貯湯タンク２ｂの下部に溜められた水がヒートポ
ンプ加熱手段３１のガスクーラ３３へと送られる。ヒートポンプ加熱手段３１では、ガス
クーラ３３での熱交換によって導入された水が加熱される。加熱後の高温水は、ヒートポ
ンプ出湯配管５を介して第１貯湯タンク２ａの上部からタンク内へと溜められる。このよ
うな沸き上げ運転が行われることにより、第１貯湯タンク２ａの上部から下部、そしてタ
ンク連結配管３を介して第２貯湯タンク２ｂの上部から下部へと順に高温水が溜められる
。

【００１６】
　第１貯湯タンク２ａの上部には、第１貯湯タンク２ａの上部に溜められた高温水を取り
出すための高温配管８が接続されている。高温配管８は、給水配管６から分岐した低温配
管９とともに給湯混合弁１１に接続されている。給湯混合弁１１は、高温配管８を流れる
高温水と低温配管９を流れる低温水とを混合する。給湯混合弁１１によって温度調整され
た湯は、ユーザーからの給湯要求を受けて給湯配管１２から台所の蛇口又は浴室内のシャ
ワー等の給湯負荷へと供給される。以下、このような湯の供給動作を給湯運転と称する。
また、給湯配管１２には、給湯配管１２を流れる湯の流量を検出する給湯流量センサ１３
が配置されている。
【００１７】
　次に、実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機１の特徴的な構成について説明する。
貯湯式ヒートポンプ給湯機１の貯湯タンクユニット１０は、第２貯湯タンク２ｂの下部と
タンク連結配管３とを接続する回収循環流路１５を備えている。これにより、第２貯湯タ
ンク２ｂの下部から回収循環流路１５及びタンク連結配管３を介して第２貯湯タンク２ｂ



(6) JP 6834494 B2 2021.2.24

10

20

30

40

50

の上部へと戻る熱回収回路が形成される。回収循環流路１５の途中には、ふろ熱交換器１
６が設けられている。ふろ熱交換器１６は、熱回収回路を流れる水を熱媒体として、浴槽
内の浴槽水との間で熱交換を行うための熱交換である。ふろ熱交換器１６は、浴槽水を循
環させる浴槽水循環回路２０の途中に設けられている。また、浴槽水循環回路２０の途中
には、浴槽水を循環させる浴槽水ポンプとしてのふろ熱一次ポンプ２１が設置されている
。
【００１８】
　第２貯湯タンク２ｂの下部とふろ熱交換器１６との間の回収循環流路１５には、循環ポ
ンプとしてのふろ熱二次ポンプ１７が設けられている。ふろ熱二次ポンプ１７は、第２貯
湯タンク２ｂの下部に溜められた水を取り出してふろ熱交換器１６へと送る。また、回収
循環流路１５においてふろ熱交換器１６の下流側には、逆止弁１８が設けられている。逆
止弁１８は、回収循環流路１５の逆流、つまり図中の方向Ａと反対方向への水流を規制す
る。
【００１９】
　第１貯湯タンク２ａにおけるタンク連結配管３との接続部には、第１バッフル２２が設
けられている。また、第２貯湯タンク２ｂにおけるタンク連結配管３との接続部には、第
２バッフル２３が設けられている。第１バッフル２２，第２バッフル２３は、タンク連結
配管３から第１貯湯タンク２ａ，第２貯湯タンク２ｂへと流入する水流によってタンク内
の水が撹拌されることを防ぐためのものである。
【００２０】
［実施の形態１の動作］
　次に、実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機１の特徴的な動作について説明する。
実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機１は、浴槽水から熱を回収する熱回収運転を行
う。図３は、実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機の熱回収運転時の回路構成図であ
る。なお、ここでいう熱回収運転とは、浴槽内に湯が張られている状態で、浴槽内の熱を
回収して貯湯タンク２内に蓄える運転のことである。この熱回収運転時には、制御装置１
００は、ふろ熱一次ポンプ２１を駆動するとともにふろ熱二次ポンプ１７を駆動する。ふ
ろ熱一次ポンプ２１が駆動されると、浴槽内の浴槽水が浴槽水循環回路２０を循環する。
また、ふろ熱二次ポンプ１７が駆動されると、第２貯湯タンク２ｂの下部に溜められた低
温水が熱回収回路を循環する。ふろ熱交換器１６に流入された低温水は、浴槽水との熱交
換によって加熱された後、第２貯湯タンク２ｂの上部からタンク内に流入する。
【００２１】
　このような熱回収運転によれば、以下のような作用及び効果が得られる。熱回収運転で
は、第２貯湯タンク２ｂの下部に溜められた低温水がふろ熱交換器１６において加熱され
た後、第２貯湯タンク２ｂの上部に戻される。このような熱回収運転によれば、第２貯湯
タンク２ｂの下部に溜められた低温水の温度が高くなることを防ぐことができる。これに
より、ふろ熱交換器１６において低温水と浴槽水との温度差が小さくなることが抑制され
るので、エネルギ効率の高い熱回収運転を行うことが可能となる。また、実施の形態１の
熱回収運転では、第１貯湯タンク２ａに対する水の出入りがない。これにより、第１貯湯
タンク２ａ内の有効熱量の減少を防ぎつつ浴槽水から熱を回収することが可能となる。
【００２２】
　実施の形態１の熱回収運転によれば、タンク連結配管３の一部が熱回収回路を兼ねてい
る。このため、同等の機能をよりコストを安く実現するいわゆるＶＥ（Ｖａｌｕｅ　Ｅｎ
ｇｉｎｅｅｒｉｎｇ）を達成することが可能となる。
【００２３】
　なお、上記のような配管構成では、熱回収運転が行われた場合に、回収循環流路１５と
タンク連結配管３との接続点Ｐ１からタンク連結配管３を介して第２貯湯タンク２ｂに至
る第１熱回収経路と、当該接続点Ｐ１からタンク連結配管３、第１貯湯タンク２ａ、ヒー
トポンプ出湯配管５、ヒートポンプ加熱手段３１及びヒートポンプ入水配管４を介して第
２貯湯タンク２ｂに至る第２熱回収経路とが形成される。このため、回収循環流路１５を
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タンク連結配管３に接続する構成では、上記第１熱回収経路の圧力損失が第２熱回収経路
の圧力損失よりも小さくなるように、配管長、配管径、及び配置部品等を設定することが
好ましい。これにより、熱回収運転が行われた場合に、熱回収後の水が第１貯湯タンク２
ａに流入することを防ぐことができる。
【００２４】
　また、上記のような配管構成では、給湯運転が行われた場合に、第２貯湯タンク２ｂか
らタンク連結配管３を介して接続点Ｐ１へと至る第１給湯経路と、第２貯湯タンク２ｂか
ら回収循環流路１５を介して接続点Ｐ１へと至る第２給湯経路とが形成される。このため
、回収循環流路１５をタンク連結配管３に接続する構成では、上記第１給湯経路の圧力損
失が第２給湯経路の圧力損失よりも小さくなるように、配管長、配管径、及び配置部品等
を設定することが好ましい。これにより、給湯運転が行われた場合に、第２貯湯タンク２
ｂの下部から取り出した低温水が第１貯湯タンク２ａに流入することを防ぐことができる
。
【００２５】
　実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機１では、回収循環流路１５の途中に逆止弁１
８を備えている。これにより、第２貯湯タンク２ｂ内の水の温度分布が変化した場合であ
っても、回収循環流路１５内の水が対流によって逆流することを防ぐことができる。これ
により、第２貯湯タンク２ｂ又はタンク連結配管３内の高温水が回収循環流路１５へ流れ
ることによる放熱を抑制してエネルギ効率を高めることができる。
【００２６】
　実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機１では、第２貯湯タンク２ｂの下部からふろ
熱交換器１６にかけての回収循環流路１５にふろ熱二次ポンプ１７が設けられている。こ
のような構成によれば、ふろ熱二次ポンプ１７の吸入側が確実に水で満たされるため、ポ
ンプ内へのエアの混入によって送水ができなくなることを防ぐことができる。
【００２７】
　実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機１では、第１バッフル２２を備えている。こ
れにより、例えば、給湯中に熱回収運転が行われてタンク連結配管３から第１貯湯タンク
２ａに水が流入したとしても、第１貯湯タンク２ａ内の温度分布を不要に乱すことが回避
される。これにより、第１貯湯タンク２ａ内の有効熱量の減少を軽減することができる。
【００２８】
　実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機１では、第２バッフル２３を備えている。こ
れにより、例えば、熱回収運転において熱回収回路を介して第２貯湯タンク２ｂの上部か
らタンク内へ流入される湯量が大きい場合等であっても第２貯湯タンク２ｂ内の水が急速
に撹拌されて下部に溜められた水の温度が高くなることを抑制することができる。
【００２９】
　ところで、実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機１では、熱回収運転の実行中に給
湯運転が開始された場合には、熱回収運転を中断することが好ましい。このような制御は
、例えば、制御装置１００が給湯流量センサ１３によって給湯運転が行われていることを
検知している期間は、熱回収運転の実行を禁止する構成とすればよい。このような制御に
よれば、熱回収後の比較的低温の水が第１貯湯タンク２ａの下部からタンク内に侵入する
ことによるタンク内の温度分布の乱れを抑制することが可能となる。
【００３０】
　また、実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機１では、回収循環流路１５をタンク連
結配管３の途中に接続する構成とした。しかしながら、回収循環流路１５は、第２貯湯タ
ンク２ｂの上部に直接接続する構成でもよい。
【００３１】
［実施の形態１の適用例］
　図４は、実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機の適用例を示す図である。なお、図
４において、図１と共通する要素についてはその説明を省略又は簡略化する。
【００３２】
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　実施の形態１の貯湯式ヒートポンプ給湯機１は、例えば図４に示すシステムに適用する
ことができる。図４に示す貯湯式ヒートポンプ給湯機１は、第１三方弁４０、第２三方弁
４１および四方弁４２を有している。第１三方弁４０は、水が流入する２つの入口である
ｂポート及びｃポートと、湯水が流出する１つの出口であるａポートとを有している。第
１三方弁４０は、ｂポートもしくはｃポートのどちらかから水が流入するように水の経路
を切り替え可能に構成されている。第２三方弁４１は、水が流入する２つの入口であるａ
ポート及びｂポートと、湯水が流出する１つの出口であるｃポートとを有している。第２
三方弁４１は、ａポートもしくはｂポートのどちらかから水が流入するように水の経路を
切り替え可能に構成されている。四方弁４２は、水が流入する２つの入口であるａポート
及びｂポートと、水が流出する２つの出口であるｃポート及びｄポートとを有している。
四方弁４２は、３つの経路、すなわち、ａ－ｃ経路、ｂ－ｃ経路、およびｂ－ｄ経路の間
で流路形態を切り替え可能に構成されている。
【００３３】
　また、貯湯式ヒートポンプ給湯機１は、配管４３、配管４４、配管４５、配管４６、配
管４７、配管４８、配管４９、配管５０及び配管５１を有している。配管４３は、第２貯
湯タンク２ｂの下部と第１三方弁４０のｂポートとを接続する流路である。また、配管４
９は、第１三方弁４０のａポートとヒートポンプ加熱手段３１の入口側とを接続する流路
である。また、配管４８は、ヒートポンプ加熱手段３１の出口側と四方弁４２のａポート
とを接続する流路である。また、配管４４は、四方弁４２のｃポートと第２三方弁４１の
ａポートとを接続する流路である。そして、配管４５は、四方弁４２のｄポートと第２貯
湯タンク２ｂの下部とを接続する流路である。配管５１は、タンク連結配管３の途中と第
２三方弁４１のｃポートとを接続する流路である。配管４７は、配管５１のふろ熱交換器
１６の出口側の部位と第１三方弁４０のｃポートとを接続する流路である。更に、配管４
６は、配管４９における熱源ポンプ７の出口側の部位と四方弁４２のｂポートとを接続す
る流路である。配管５０は、第２三方弁４１のｂポートと第１貯湯タンク２ａの上部を接
続する流路である。
【００３４】
　また、貯湯式ヒートポンプ給湯機１は、ふろ混合弁６０を備えている。ふろ混合弁６０
の２つの入口は、高温配管８と低温配管９にそれぞれ接続されている。配管６１は、ふろ
混合弁６０の１つの出口と浴槽水循環回路２０の途中とを接続している。配管６１の途中
には電磁弁６２が設けられている。ふろ混合弁６０は、高温配管８を流れる高温水と低温
配管９を流れる低温水とを混合する。電磁弁６２は、配管６１の開状態と閉状態とを切り
替える。
【００３５】
　このように構成されたシステムでは、貯湯式ヒートポンプ給湯機１の各要素が以下の構
成によって実現されている。ヒートポンプ入水配管４は配管４３及び配管４９により実現
されている。ヒートポンプ出湯配管５は、配管４８、配管４４及び配管５０により実現さ
れている。回収循環流路１５は、配管４３、配管４９、配管４６、配管４４及び配管５１
により実現されている。また、ふろ熱二次ポンプ１７は、熱源ポンプ７により実現されて
いる。
【００３６】
　図４に示すシステムでは、以下の図５～図７に示す運転状態に応じて第１三方弁４０、
第２三方弁４１及び四方弁４２を制御して、貯湯タンクユニット１０内の水の流路を切り
替えて使用するようになっている。図５は、図４に示すシステムの湯張り運転時の回路構
成図である。なお、ここでいう湯張り運転とは、貯湯タンク２内に蓄えた高温の水を浴槽
に給湯する運転のことである。この湯張り運転時には、電磁弁６２が開弁されることによ
り、配管６１から浴槽水循環回路２０を介して浴槽へと連通する流路が形成される。制御
装置１００は、浴槽への給湯温度が目標温度となるようにふろ混合弁６０を調整する。な
お、湯張り運転が行なわれると第１貯湯タンク２ａ内の高温水が減少する。このため、湯
張り運転では、第２貯湯タンク２ｂの上部からタンク連結配管３を介して第１貯湯タンク
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２ａの下部へと湯が供給される。
【００３７】
　次に、図６は、図４に示すシステムの追い焚き運転時の回路構成図である。なお、ここ
でいう追い焚き運転とは、ふろ熱交換器１６において貯湯タンク２内に貯えた高温の水と
浴槽水との間の熱交換を行い、浴槽水の加熱を行う運転である。この追い焚き運転時には
、第１三方弁４０は、ｃポートとａポートとが連通しｂポートが閉状態となるように制御
される。これにより、配管４７と配管４９とが連通するとともに、配管４３側が閉状態と
される。また、四方弁４２は、ｂポートとｄポートとが連通しｃポートとａポートとが閉
状態となるように制御される。これにより、配管４６と配管４５とが連通するとともに、
配管４８側と配管４４側とが閉状態となる。
【００３８】
　追い焚き運転は、上記のように第１三方弁４０および四方弁４２が制御された状態で、
熱源ポンプ７とふろ熱一次ポンプ２１の運転を開始することにより実行される。なお、こ
の追い焚き運転状態では、ヒートポンプ加熱手段３１の運転が停止されている。その結果
、第１貯湯タンク２ａの上部から流出する高温水は、配管５１を経由してふろ熱交換器１
６に導かれ、浴槽水との間で熱交換が行われる。熱交換により低温となった低温水は、配
管５１、配管４７、第１三方弁４０、配管４９、熱源ポンプ７、配管４６、四方弁４２お
よび配管４５を経由して、第２貯湯タンク２ｂの下部からからタンク内に戻される。なお
、追い焚き運転が行なわれると第１貯湯タンク２ａ内の高温水が減少する。このため、追
い焚き運転では、第２貯湯タンク２ｂの上部からタンク連結配管３を介して第１貯湯タン
ク２ａの下部へと湯が供給される。
【００３９】
　次に、図７は、図４に示すシステムの熱回収運転時の回路構成図である。この熱回収運
転時には、第１三方弁４０は、ｂポートとａポートとが連通しｃポートが閉状態となるよ
うに制御される。これにより、配管４３と配管４９とが連通するとともに、配管４７側が
閉状態とされる。また、四方弁４２は、ｂポートとｃポートとが連通しａポートとｄポー
トとが閉状態となるように制御される。これにより、配管４６と配管４４とが連通すると
ともに、配管４８側と配管４５側とが閉状態となる。また、第２三方弁４１は、ａポート
とｃポートとが連通しｂポートが閉状態となるように制御される。これにより、配管４４
と配管５１とが連通するとともに、配管５０側が閉状態とされる。
【００４０】
　熱回収運転は、上記のように第１三方弁４０、第２三方弁４１および四方弁４２が制御
された状態で、熱源ポンプ７とふろ熱一次ポンプ２１の運転を開始することにより実行さ
れる。なお、この熱回収運転状態では、ヒートポンプ加熱手段３１の運転が停止されてい
る。その結果、第２貯湯タンク２ｂの下部から流出する低温水は、配管４３、第１三方弁
４０、配管４９、熱源ポンプ７、配管４６、四方弁４２、配管４４、第２三方弁４１及び
配管５１を経由してふろ熱交換器１６に導かれ、浴槽水との間で熱交換が行われる。熱交
換により浴槽水の熱を回収した水は、配管５１及びタンク連結配管３を経由して、第２貯
湯タンク２ｂの上部からからタンク内に戻される。なお、熱回収運転が行なわれている期
間は、第１貯湯タンク２ａに対する水の出入りはない。
【００４１】
　このように、図４に示す貯湯式ヒートポンプ給湯機１によれば、第１三方弁４０、第２
三方弁４１および四方弁４２を制御して、湯張り運転、追い焚き運転及び熱回収運転を実
現することができる。
【符号の説明】
【００４２】
１　貯湯式ヒートポンプ給湯機、　２ａ　第１貯湯タンク、　２ｂ　第２貯湯タンク、　
３　タンク連結配管、　４　ヒートポンプ入水配管、　５　ヒートポンプ出湯配管、　６
　給水配管、　７　熱源ポンプ、　８　高温配管、　９　低温配管、　１０　貯湯タンク
ユニット、　１１　給湯混合弁、　１２　給湯配管、　１３　給湯流量センサ、　１５　
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回収循環流路、　１６　ふろ熱交換器、　１７　ふろ熱二次ポンプ、　１８　逆止弁、　
２０　浴槽水循環回路、　２１　ふろ熱一次ポンプ、　２２　第１バッフル、　２３　第
２バッフル、　３１　ヒートポンプ加熱手段、　３２　圧縮機、　３３　ガスクーラ、　
３４　内部熱交換器、　３５　膨張弁、　３６　空気熱交換器、　３７　冷媒回路、　４
０　第１三方弁、　４１　第２三方弁、　４２　四方弁、　４３，４４，４５，４６，４
７，４８，４９，５０，５１　配管、　６０　混合弁、　６１　配管、　６２　電磁弁、
　１００　制御装置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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